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1)  歴史的にも, ラグジュアリは多く誰かを
もてなす目的で実行されてきた｡ 例えば, 
ベルサイユ宮殿はルイ14世が愛人をもてな
すために国の予算の 3 分の 1 を注ぎ込んだ｡ 












































































写真 1 席入り前に蹲で手を清める 
 




19世紀の日本の哲学者, 岡倉天心 (1964) は
茶道について The Book of Tea (茶の本) の中で
以下のように述べている｡ 
“Teaism is a cult (ceremony) founded on the 
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の生徒ふたりは長い間お茶を練習しているので, 
茶道にかなりな程度通じた人たちであると言える｡ 




る｡ こうしたインタラクションは次の 3 つのキ
ーワードで表すことができる｡ 1. チームワーク, 


















てくる｡ こうしたテーマは explicit なものもあ





なかで, 毎回必ず ｢はっとする｣ ことがあると
述べている｡ 
【資料】 
日時 2010年 1 月15日 (金) 
インフォーマント 































































東宮 はい, もちろん｡ 
























田中 趣向ですか｡ なるほど｡ 
東宮 とか, 取り合わせとか｡ 








もそういう｡ よく春は ｢娘道成寺｣ なんていう
のがありますね｡ 
田中 そうですか｡ 














































































































しみます｡ だから, 一つのお茶事の流れの中で, 
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田中 なるほど, やるわけですかね｡ 


























































るし｡  3 月だったら, 例えばおひな祭りの趣向
にすると｡ おひな祭りは知っていますが, 例え











分からないでお茶会に行ったら,  9 月に菊がい
っぱい出てくるのです｡ なぜ今こんなにたくさ
ん菊が出てくるのだろうと思って, だんだん分














































お点前の順序だけではなくてね｡ そうやって 1 
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やってくださったのだとか｡ 何でも結構です
が｡ 












































久美 そうですね｡ まず, これといって大き
いということはないのですが, 毎回が稽古の中





































田中 なるほど｡ やはり季節が変わると, こ
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東宮 例えば釜にしても, 今, 普通のをここ
でやっていますよね｡ そうしないといけないと








東宮 これが 1 尺 4 寸の炉なのですが,  2 月に
なると 1 尺 8 寸の大きな炉になって, 大きな釜
で湯気をたくさん立てると部屋が暖かいですよ
ね｡ それで, もっとわびた感じになるのです｡  
1 月はお正月の季節ですから華やかにやるので




すね｡ ただ,  2 月は大炉でないといけないとい
うことではないので, それはあれなのですが｡ 
田中 でも, 大変なことですね｡ 畳を入れ替
えたりして｡ 



















方が大炉というものを考えました｡  2 月になる
と大炉になります｡ しっかり楽しんで｡ 今度は 
3 月になると, あそこの天井から鎖で釜を釣る
のです｡ 釣り釜です｡ そうすると, 何となく春
の風を感じて, 春が来たかなという感じです｡ 
それが 3 月です｡  4 月になると, 透木といいま
して, 釜に羽があります｡ 火を隠して, 暑苦し
くなってきているから火があまり見えない方が




私は毎月替えています｡ もちろん,  4 月にこれ

















































東宮 そうですね｡ 余裕ができてくるとね｡ 
田中 なるほどね｡ ほかの人というのは, 亭
主であったりとかほかのお客さまであったりと
か｡ 
純子 いや, 普段のお稽古の中でです｡ 
田中 稽古の中で｡ なるほど｡ 




純子 お茶事となると 3 人とか 5 人くらいで






が, ｢自分だったら, こうしてみたい｣ とか, そ
ういう余裕は少しは出てきたのではないかと思
います｡ 
































田中 そうすると, お茶の世界というのが, 
ご自分がやっているうちにいろいろ発展だとか
変化や何かが起こってくるのでしょうね｡ 
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田中 そうですね｡ 
純子 多分, カメラのあるときとないときと












































































東宮 はい, 塗りです｡ 
田中 塗りでできているのですか｡ 
東宮 漆です｡ 
田中 漆｡ その漆の拝見されたので, ご覧に
なったので感激｡ 
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田中 手桶｡ なるほど｡ では, これが今日の
出た中では一つの大きな楽しみというか｡ 
純子 はい, 私にとっては｡ 
東宮 彼女にとってみればですね｡ 
田中 なるほど｡ そのほかに何か今日, 純子
さんが気付かれた点というか何か｡ 







田中 なるほど｡ 久美さんはいかがですか｡ 
今日の｡ 
久美 今日ですか｡ 今日, そこに座っていて
感じたことですか｡ 






















































来, 秘蔵茶杓写す, 今日庵, 玄々, 松風｣ と書い
てあります｡ これが玄々斎の花押というか｡ 
田中 花押｡ なるほど｡ 玄々斎さんの本当に
お作りになったものなのですね｡ 
東宮 はい, そうです｡ 













































写真 5 梅をモチーフにしたお菓子 
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東宮 はい｡ 同じお茶室の中でも, お軸を替
えるだけでも全部雰囲気は変わりますし｡ 
純子 お軸で｡ 先生はお花入から説明されま
したが, 結局全部変わったと｡ 普段は, 例えば
花入も, 床の間の下座に飾られてあるのです｡ 
今日は下で｡ あれは真の｡ 
東宮 そうですね｡ 横ものだからね｡ 






田中 なるほど｡ すみません｡ 私は全然その
辺が分からずに見ていたのですが｡ ごめんなさ
い｡ 格調が高いというのはどんなところに｡ 
東宮 花が真ん中にありますよね｡ それで, 
軸が横ものというのですが｡ 
田中 ええ, 少し横になって｡ 






















































田中 そうですか｡ そういうのはね｡ 




















































































































田中 雪笹｡ なるほど｡ やはりお正月だから, 
この雪笹という｡ 
東宮 そうですね｡ 
田中 今日, このお茶碗で出されて, どんな
感じがされましたか｡ 
純子 正直なところを申しますと, とてもお














































ちが出てきます｡ なので, 私はお茶室に入ると, 
感謝の気持ちということになりますね｡ 




















































































































には, いかにも古いので, ｢ああ, そう｣ という
感じだったんです｡ ところが, それを使われて








田中 なるほど｡ 本日は, 非常に多くのこと
を学ばせていただきました｡ 貴重なお話をあり
がとうございました｡ 
 
本研究は科研費 (課題番号：19530393) の助
成を受けたものである｡ 
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